
 

 

 

 

 

   夏真っ盛り。小さい子どもたちにとっては汗をかくだけで体力を消耗します。活動と休息の 

バランスをとり、規則正しい生活リズムを保つように心掛けましょう。 

 

 

 

 

 

熱中症の予防のために 

・通気性の良い、吸湿性・速乾性のある衣服を着る 

・保冷剤、氷、冷たいタオルなどで体を冷やす 

・扇風機やエアコンで室温調節 

・遮光カーテン、すだれ、打ち水 

暑さを避ける（室内） 

体の蓄熱を避ける 

ほけんだより 

・帽子や日傘、ベビーカーの日差し避け 

・日陰の利用、こまめな休憩 

・天気の良い日は、日中の外出をできるだけ控える 

熱中症の症状 

・めまい、立ちくらみ  ・手足のしびれ、筋肉のこむら返り   

・頭痛、吐き気、嘔吐  ・倦怠感、脱力感 

重症になると→受け答えがおかしい、意識消失、けいれん、体が熱い 

 

応急処置 

①涼しい場所へ：風通しの良い日陰、エアコンが効いている室内 

②体を冷やす：特に、首のまわり、わきの下、足の付け根 

③水分補給：水分だけでなく塩分も補給する 

 

2026年度 

ニチイキッズ 

香南のいち保育園 

・のどの渇きを感じなくても、こまめに補

給する 

8月 

暑さを避ける（外出時） 

こまめな水分・塩分補給 

当月の保健計画 

ほけんだより 


